
2022年 7月 10日 

主日礼拝 

 

《礼拝》 

 

礼拝讃美歌⇒364番（SK姉） 

『主よわが魂を探り』 

 

聖書⇒ヨハネの手紙一 4:8~11編（MM姉） 

『愛することのない者は神を知りません。神は愛だからです。神は、独り子を世にお遣わしになりました。そ

の方によって、わたしたちが生きるようになるためです。ここに、神の愛がわたしたちの内に示されました。

わたしたちが神を愛したのではなく、神がわたしたちを愛して、わたしたちの罪を償ういけにえとして、御子

をお遣わしになりました。ここに愛があります。愛する者たち、神がこのようにわたしたちを愛されたのです

から、わたしたちも互いに愛し合うべきです。』 

 

礼拝讃美歌⇒490番（旧 276番） 

『尊きかなわれさえ』 

 

聖書⇒使徒言行録 3:１~10節（HT姉） 

『ペトロとヨハネが、午後三時の祈りの時に神殿に上って行った。すると、生まれながら足の不自由な男が運

ばれて来た。神殿の境内に入る人に施しを乞うため、毎日「美しい門」という神殿の門のそばに置いてもらっ

ていたのである。彼はペトロとヨハネが境内に入ろうとするのを見て、施しを乞うた。ペトロはヨハネと一緒

に彼をじっと見て、「わたしたちを見なさい」と言った。その男が、何かもらえると思って二人を見つめてい

ると、ペトロは言った。「わたしには金や銀はないが、持っているものをあげよう。ナザレの人イエス・キリ

ストの名によって立ち上がり、歩きなさい。」そして、右手を取って彼を立ち上がらせた。すると、たちまち、

その男は足やくるぶしがしっかりして、躍り上がって立ち、歩きだした。そして、歩き回ったり躍ったりして

神を賛美し、二人と一緒に境内に入って行った。民衆は皆、彼が歩き回り、神を賛美しているのを見た。彼ら

は、それが神殿の「美しい門」のそばに座って施しを乞うていた者だと気づき、その身に起こったことに我を

忘れるほど驚いた。』 

 

礼拝讃美歌⇒220番 

『イエス君の未奈は喜び 力』 

 

 

 

 

 



《パン裂き》 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 19:17~18a、28、30、41~42節（NH兄） 

20:1、11~16節 

『イエスは、自ら十字架を背負い、いわゆる「されこうべの場所」、すなわちヘブライ語でゴルゴタという所

へ向かわれた。そこで、彼らはイエスを十字架につけた。 

 

この後、イエスは、すべてのことが今や成し遂げられたのを知り、「渇く」と言われた。こうして、聖書の言

葉が実現した。 

 

イエスは、このぶどう酒を受けると、「成し遂げられた」と言い、頭を垂れて息を引き取られた。 

 

イエスが十字架につけられた所には園があり、そこには、だれもまだ葬られたことのない新しい墓があった。

その日はユダヤ人の準備の日であり、この墓が近かったので、そこにイエスを納めた。 

 

週の初めの日、朝早く、まだ暗いうちに、マグダラのマリアは墓に行った。そして、墓から石が取りのけてあ

るのを見た。 

 

マリアは墓の外に立って泣いていた。泣きながら身をかがめて墓の中を見ると、イエスの遺体の置いてあった

所に、白い衣を着た二人の天使が見えた。一人は頭の方に、もう一人は足の方に座っていた。天使たちが、「婦

人よ、なぜ泣いているのか」と言うと、マリアは言った。「わたしの主が取り去られました。どこに置かれて

いるのか、わたしには分かりません。」こう言いながら後ろを振り向くと、イエスの立っておられるのが見え

た。しかし、それがイエスだとは分からなかった。イエスは言われた。「婦人よ、なぜ泣いているのか。だれ

を捜しているのか。」マリアは、園丁だと思って言った。「あなたがあの方を運び去ったのでしたら、どこに置

いたのか教えてください。わたしが、あの方を引き取ります。」イエスが、「マリア」と言われると、彼女は振

り向いて、ヘブライ語で、「ラボニ」と言った。「先生」という意味である。』 

 

礼拝讃美歌⇒164番（旧 222番） 

『墓の中にいと低く』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒179番（旧 218番） 

『神の備にし』 

 

 

 

 



 

《建徳》 

 

聖書⇒マルコによる福音書 7:24~30節（NH兄） 

（並行記事：マタイによる福音書 15:21~28） 

『イエスはそこを立ち去って、ティルスの地方に行かれた。ある家に入り、だれにも知られたくないと思って

おられたが、人々に気づかれてしまった。汚れた霊に取りつかれた幼い娘を持つ女が、すぐにイエスのことを

聞きつけ、来てその足もとにひれ伏した。女はギリシア人でシリア・フェニキアの生まれであったが、娘から

悪霊を追い出してくださいと頼んだ。イエスは言われた。「まず、子供たちに十分食べさせなければならない。

子供たちのパンを取って、小犬にやってはいけない。」ところが、女は答えて言った。「主よ、しかし、食卓の

下の小犬も、子供のパン屑はいただきます。」そこで、イエスは言われた。「それほど言うなら、よろしい。家

に帰りなさい。悪霊はあなたの娘からもう出てしまった。」女が家に帰ってみると、その子は床の上に寝てお

り、悪霊は出てしまっていた。』 

 

聖書⇒詩編 34:16節 

『主は、従う人に目を注ぎ／助けを求める叫びに耳を傾けてくださる。』 

 

聖書⇒マタイによる福音書 7:7節 

『「求めなさい。そうすれば、与えられる。探しなさい。そうすれば、見つかる。門をたたきなさい。そうす

れば、開かれる。』 

 

聖書⇒マルコによる福音書 9:20~24、27節（9:14~29からの抜粋） 

『人々は息子をイエスのところに連れて来た。霊は、イエスを見ると、すぐにその子を引きつけさせた。その

子は地面に倒れ、転び回って泡を吹いた。イエスは父親に、「このようになったのは、いつごろからか」とお

尋ねになった。父親は言った。「幼い時からです。霊は息子を殺そうとして、もう何度も火の中や水の中に投

げ込みました。おできになるなら、わたしどもを憐れんでお助けください。」イエスは言われた。「『できれば』

と言うか。信じる者には何でもできる。」その子の父親はすぐに叫んだ。「信じます。信仰のないわたしをお助

けください。」 

 

しかし、イエスが手を取って起こされると、立ち上がった。』 

 

 

聖書⇒列王記下 5:1~14、27節（EK兄） 

『アラムの王の軍司令官ナアマンは、主君に重んじられ、気に入られていた。主がかつて彼を用いてアラムに

勝利を与えられたからである。この人は勇士であったが、重い皮膚病を患っていた。アラム人がかつて部隊を

編成して出動したとき、彼らはイスラエルの地から一人の少女を捕虜として連れて来て、ナアマンの妻の召し

使いにしていた。少女は女主人に言った。「御主人様がサマリアの預言者のところにおいでになれば、その重

い皮膚病をいやしてもらえるでしょうに。」ナアマンが主君のもとに行き、「イスラエルの地から来た娘がこの



ようなことを言っています」と伝えると、アラムの王は言った。「行くがよい。わたしもイスラエルの王に手

紙を送ろう。」こうしてナアマンは銀十キカル、金六千シェケル、着替えの服十着を携えて出かけた。 

彼はイスラエルの王に手紙を持って行った。そこには、こうしたためられていた。「今、この手紙をお届けす

るとともに、家臣ナアマンを送り、あなたに託します。彼の重い皮膚病をいやしてくださいますように。」イ

スラエルの王はこの手紙を読むと、衣を裂いて言った。「わたしが人を殺したり生かしたりする神だとでも言

うのか。この人は皮膚病の男を送りつけていやせと言う。よく考えてみよ。彼はわたしに言いがかりをつけよ

うとしているのだ。」神の人エリシャはイスラエルの王が衣を裂いたことを聞き、王のもとに人を遣わして言

った。「なぜあなたは衣を裂いたりしたのですか。その男をわたしのところによこしてください。彼はイスラ

エルに預言者がいることを知るでしょう。」 

ナアマンは数頭の馬と共に戦車に乗ってエリシャの家に来て、その入り口に立った。エリシャは使いの者をや

ってこう言わせた。「ヨルダン川に行って七度身を洗いなさい。そうすれば、あなたの体は元に戻り、清くな

ります。」ナアマンは怒ってそこを去り、こう言った。「彼が自ら出て来て、わたしの前に立ち、彼の神、主の

名を呼び、患部の上で手を動かし、皮膚病をいやしてくれるものと思っていた。イスラエルのどの流れの水よ

りもダマスコの川アバナやパルパルの方が良いではないか。これらの川で洗って清くなれないというのか。」

彼は身を翻して、憤慨しながら去って行った。しかし、彼の家来たちが近づいて来ていさめた。「わが父よ、

あの預言者が大変なことをあなたに命じたとしても、あなたはそのとおりなさったにちがいありません。あの

預言者は、『身を洗え、そうすれば清くなる』と言っただけではありませんか。」ナアマンは神の人の言葉どお

りに下って行って、ヨルダンに七度身を浸した。彼の体は元に戻り、小さい子供の体のようになり、清くなっ

た。』 

 

 

礼拝讃美歌⇒216番 

『キリストには代えられません』 

 

 

《建徳要旨》 

 

 


